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1、場所と期間 

研修先： 慶熙大学 

研修期間： 平成 27年 9月 3日(土)～平成 27年 12月 24日(土) 

           ※帰国は 12月 24日（土） 

 

2、研修先概要 

ソウル市東大門区回基洞 1番地に本部を置く大韓民国の私立大学である。1949年に設置さ

れた。大学の略称は KHU。 

 

・学部 

文科大学 国語国文学科、史学科、哲学科、英語学部 

法科大学 法学専攻、国際法務学専攻 

政経大学 社会科学部、経済学部、貿易学部、言論情報学部 

経営大学 経営学部、会計・税務学部 

ホテル観光大学 観光学部、コンベンション経営学科、外食産業学科、調理科学科 

理科大学 数学科、物理学科、化学科、生物学科、地理学科、情報ディスプレ

イ学科 

生活科学大学 生活科学部、食品栄養学科 

医科大学 医学科 

韓医科大学 韓医学科 

歯科大学 歯医学科 

薬学大学 薬学科、韓薬学科 

看護科学大学 看護学科 

音楽大学 作曲科、声学科、器楽科 

美術大 韓国画専攻、絵画専攻、彫塑専攻 

教養大学 韓国舞踊専攻、現代舞踊専攻、バレエ専攻 

自律専攻学科 自律専攻学科 

工科大学 機械工学科、産業経営工学科、原子力工学科、化学工学科、情報電

子新素材工学科、環境・環境工学科、建築学科、建築工学科、社会

基盤システム工学科 

電子情報大学 電子電波工学科、コンピュータ工学科、生体医工学科 

応用科学大学 宇宙科学科、応用数学科、応用物理学科、応用化学科 

生命科学大学 遺伝工学科、食品生命工学科、漢方材料工学科、植物・環境新素材



工学科、園芸生命工学科 

国際大学 国際学科 

外国語大学 フランス語学科、スペイン語学科、ロシア語学科、中国語学科、日

本語学科、韓国語学科、英米語文専攻、英米文化専攻 

芸術・デザイン大学 産業デザイン学科、視覚情報デザイン学科、環境造園デザイン学

科、衣類デザイン学科、ディジタルコンテンツ学科、PostModern

音楽学科、演劇映画学科 

陶芸学科 

体育大学 体育学科、スポーツ指導学科、スポーツ医学科、ゴルフ産業学科、

跆拳道学科 

東西医科学科  東西医科学科 

 

3、留学の目的 

 留学の目的は、語学力向上、自立心を身に着ける、人見知りの克服である。 

 

4、留学のスケジュール 

以下から研修の内容を記述する。 

研修期間中に行った活動の詳細は付録に記載する。 

４‐１ 研修のスケジュール 

研修期間中のスケジュールは以下のとおりである。 

 

・9月 5日(月)～9月 23日(金)3週間 

 韓国語授業（初級 1） 

 

・9月 8日(木)  

現地学習（科川陶芸村、民俗村、慶熙大学 国際キャンパス） 

 

・9月 14日(水)  

現地学習（国立中央博物館、Nソウルタワー、「ナンタ」観覧） 

 

・9月 26日(月)～9月 27日(火) 

 韓国語授業（初級 1 新潟国際情報大学の学生のみ) 

 

・9月 28日(水)～12月 7日(水) 10週間 

 韓国語授業(初級 2) 

 



・11月 6日(日)～11月 7日(月) 

 現地学習（雪岳山、正東津） 

 

・12月 8日(金)～12月 16日(金) 1週間 

 韓国語能力試験（TOPIK）特別授業（新潟国際情報大学の学生のみ） 

 

・12月 17日(土)～12月 23日(金) 1週間 

 自由時間 

 

9月 5日(月)～9月 23日(金) 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

9：00～9：50 
聞く 聞く 聞く 聞く 聞く 

10：00～10：50 

11：10～12：00 
話す 話す 話す 話す 話す 

12：10～13：00 

13：00～14：10 昼食 

14：10～15：00 
映画 特講 歌 セミナー 

 

15：10～16：00 

 

9月 28日(水)～12月 7日(水) 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

9：00～9：50 
文法 

10：00～10：50 

11：10～12：00 
話す、聞く、読む、書くを順番に行う 

12：10～13：00 

13：00～14：10 昼食 

14：10～15：00 
映画 特講 歌 セミナー 

 

15：10～16：00 

 

４‐２ 研修の詳細 

授業は 9時から開始、1コマ 50分授業。 

午前 4コマ、午後 2コマ。 

9月 5日(月)～9月 23日(金) 午前…「聞く」、「話す」を毎日。 

9月 28日(水)～12月 7日(水) 午前…「文法」が 2コマ、「話す」、「聞く」、「読む」、「書く」

が 2コマ。「話す」、「聞く」、「読む」、「書く」は順番に行う。 



午後…月曜日「映画」、火曜日「特講」、水曜日「歌」、木曜日「セミナー」、金曜日なし。 

 

映画…先生が選んだ映画を見て、内容について話す。 

文化…韓国の伝統の遊びをしたり、ダンスを習ったり、偉い人の話を聞く。 

歌…一人ひとりが歌を紹介してみんなで歌う。 

セミナー…一人ひとりテーマを決め、パワーポイントを作り、発表する。 

 

5、当初目的・目標への達成度 

当初の目標は語学力向上、自立心を身に着ける、人見知りの克服である。語学力は学校の

授業やクラスメイトの外国人、韓国人と話すことで上がったと思うがもっと勉強をすれば

良かったと少し後悔がある。 

次に自立心を身に着けるという目標は、しっかり身についた。留学をして身の周りのことを

していく上で母の大変さが分かった。 

人見知り克服という目標は達成した。外国に住んでいるので分からないことが多い。学校は

もちろん、買い物など出かける際も人と話さなければならないので自然と克服出来た。それ

は日本に帰ってきてから実感した。 

 

6、 反省・課題 

この留学で日本にいた時よりも語学力は向上したと思うが、もっとしっかり勉強するべ

きだった。留学で学んだ全てのことを忘れずに今後に生かしていきたい。 

 

謝辞 

今回、慶熙大学にて指導してくださったキム・スンミン先生、パク・サンウン先生、イム・

ジウン先生、川上洋子さん、その他大勢の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。午前の授

業では教わりませんでしたが、午後の授業ではセミナーや歌、映画の授業をしてくださりあ

りがとうございました。 

寄宿舎でボヤ騒ぎがあった時、洋子さんが寄宿舎まで来てくれて本当に安心しました。 

最後に、新潟国際情報大学からいただきました奨学金により、留学参加が実現し、有意義な

体験ができたことを心から感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

付録：現地学習 

2016年 9月 8日、慶熙大学国際キャンパス、民俗村、陶磁器製作。 

時間 内容 

08：40 出発 

09：50～10：00 慶熙大学国際キャンパス 

10：10～12：00 民俗村 

12：30～13：30 昼食 

14：00～16：00 陶磁器製作 

18：00 到着 

 

陶磁器製作でマグカップに絵をかき、器を作った。器を作るのは初めての体験だった。 

 

2016年 9月 14日、国立博物館、ナンタ（ミュージカル）、Nソウルタワー。 

時間 内容 

08：40 出発 

09：00～11：00 国立博物館 

11：30～12：30 昼食 

13：30～16：00 「ナンタ」観覧 

16：30～17：30 Nソウルタワー 

18：40 到着 

 

日本でも見たことがないミュージカルを見ることができた。 

 

2016年 11月 6、7日一泊二日で雪岳山、正東津。 

日付 時間 内容 

 

 

 

1日目 

08：30 出発 

12：30 昼食 

14：00 雪岳山 記念撮影 

14：00～17：00 雪岳山 登山 

17：30 夕食 

18：40 ホテル到着 

19：30～21：00 レクリエーション 



23：00 就寝 

 

 

2日目 

07：30 朝食 

09：00 ホテル出発 

10：40～11：50 正東津 

13：00 昼食 

14：00 出発 

17：30 到着 

 

雪岳山を登山する予定だったが雨が降って散策になってしまった。 

 


